
                     

 

 

 

   平成２７年４月の玖島小学校と友和小学校との統合に向けて、子どもたちが新たな環境に

安心して通うことができるよう、保護者や地域の代表者と市の職員とで、力を合わせて、し

っかりと準備を進めています。 

平成２６年７月２３日（水）午後７時から、玖島市民センターにおいて、第２回の統合準

備委員会を開催しました。各部会長が、部会の協議状況を報告して、準備委員会において承

認されました。 

 

１ 統合準備委員会と各検討部会の開催状況です。 

準備委員会 
各検討部会 

保護者部会 地域環境部会 教育振興部会 

平成 26 年 2 月 21 日 平成 26 年 2 月 21 日 平成 26 年 2 月 21 日 玖島小学校と友和

小学校の児童間の

交流行事を随時開

催しています。 

7 月 23 日 3 月 26 日 3 月 26 日 

5 月 22 日 5 月 1 日 

6 月 24 日 6 月 12 日 

7 月 23 日 7 月 23 日 

 

２ 各検討部会の協議状況の報告です。 
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平成２６年８月８日発行 

◆保護者部会の報告について①◆ 

１ 通学手段（通学バス）についての決定した内容 

（交通手段） 

・通学バスは、市が運行する自主運行バスや、広島電鉄㈱が運行する路線バスを利用します。 

・下校時間に対応するため、新たに１便を増便します。 

・通学バスを利用できるのは、玖島小学校区に居住している児童や、現在、校区外から通学してい

る児童です。 

（利用対象範囲） 

・通学バスは、学校活動のための登下校に利用できます。また、登校日の児童会の利用後も通学バ

スを利用できます。 

（集合・解散場所） 

・登校時の集合場所は、玖島市民センター（泉水入口バス停）を基本とします。 

・ただし、降雨、降雪時など、児童の安全確保の観点から保護者の判断により、自宅の最寄りのバ

ス停からの乗車もできることとしました。 

・下校時の解散場所は、児童の安全確保の観点から、自宅の最寄りのバス停を基本とします。 

※集合・解散場所については、随時、保護者で協議して決めることとします。 

 

 

 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=80220&sw=%E3%82%A2%E3%82%B5%E3%82%AC%E3%82%AA%E3%80%80%E3%80%90%E6%9C%9D%E9%A1%94%E3%80%91


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆保護者部会の報告について②◆ 

 （通学費支援内容） 

・運賃は、市（教育委員会）が全額補助します。 

（通学バスの見直し） 

・将来、利用状況や下校時間の変更など、通学バスに関する状況に変化が生じたときは、市（教

育委員会）と保護者、地域が協議しながら見直しを行います。 

 

２ 放課後対策について 

（放課後の対応） 

・玖島放課後クラブは廃止し、友和児童会を利用することとしました。 

・ただし、玖島放課後クラブについては、再開する可能性も残しながら、再開する場合は、改め

て市と保護者が協議することとしました。 

・友和児童会を利用できる対象学年を全学年（１年生～６年生）とします。（現在は、１年生～３

年生） 

（友和児童会の入会要件の緩和措置） 

 ・統合後６年間（平成３２年度まで）は、保護者の就労などの入会要件を緩和します。 

（通会手段） 

・土曜日や夏休みなどの長期休業期間に友和児童会を利用するときの路線バスの運賃は、統合後

６年間(平成３２年度まで)、市が補助します。 

※入会要件や通会手段については、学校統合後、６年が経過する年度に、利用状況等を踏まえ、

改めて、市と保護者、関係者が協議を行います。（協議が必要と認められるときは、その都度、

市又は保護者からの申し入れにより、協議を行います。） 

（利用料） 

・現行どおりとします。 

（玖島放課後クラブ運営費補助） 

 ・玖島放課後クラブを再開・運営する場合は、従来どおり、運営費を補助します。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆地域環境部会の報告について◆ 

１ 閉校記念事業について 

（1） 決定した内容 

   玖島小学校閉校記念誌の刊行（昭和６０年～平成２６年の３０年分） 

※昭和６０年に作成した「玖島教育のあゆみ」の続刊 

   ・１冊３千円で販売する予定です。 

   ・記念誌は、来年３月２２日（日）の閉校式の会場となる玖島小体育館で販売します。なお、

郵送でも対応します。 

（2） 検討中の内容 

３月２２日（日）の閉校式終了後に、「（仮）思い出を語る会」を開催することについては、

現在協議中です。 

 

２ 学校の跡地活用（地域の活性化）について 

  これまでは主に、閉校記念事業の協議を行っていき、学校の跡地活用（地域の活性化）につい

ては、今後、協議します。 

◆教育振興部会の報告について◆ 

１ 玖島小学校と友和小学校の児童による交流行事について（全学年で実施しました。） 

（1） 第１回交流授業 ５月２８日（水）に、友和小学校で、交通安全教室を実施しました。 

（2） 第２回交流授業 ７月２日（水）友和小の各教室で、交流授業を実施しました。 

 

２ 交流授業を受けての児童の感想（抜粋） 

 ・「おしゃべりをした。友だちをつくりたい。」 

 ・「幼稚園のころの友だちに会えた。担任の先生がおもしろかった。」 

 ・「たくさんの人数だけど、友だちがすぐにできそう。休憩時間があったら、一緒に遊びたかった。」 

 ・「次回は、算数をしたい。（玖島小学校の）影絵を見せてあげたい。」 

 ・「知っている人が声をかけてくれた。」 

 ・「今度は話をしたい。」 

 ・「みんな姿勢よく大きな声であいさつをしてくれた。帰るとき、アーチを作って見送ってくれた

ので、楽しかった。今度行ったら、みんなと遊んだり、話をしたりしたい。」 

 

◆次回の部会の開催等について◆ 

次回の保護者部会は９月中に、地域環境部会は、閉校記念事業実行委員会として、８月２１日

（木）１９時半から、玖島市民センターにおいて開催します。 

 教育振興部会については、友和小学校の児童との交流授業を、中学校出前授業、社会見学、影

絵鑑賞を学年ごとに予定しています。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年７月吉日 

 

玖島小学校を卒業された皆様へ 

 

玖島小学校閉校記念事業実行委員会 

委 員 長  中 野 義 忠 

 

「玖島小学校閉校記念誌」に写真を掲載することの承諾に係るお願い 

 

日ごとに暑さを増してまいりましたが、皆様方におかれましてはますますご健勝のことと

お慶び申し上げます。 

さて、地区のシンボル的な存在だった玖島小学校が、１４０年の輝かしい歴史に幕を閉じ、

平成２７年３月末をもって閉校することになりました。そこで、閉校を迎えるにあたり、学

校やお世話になった関係者の皆様への感謝の思いから、このたび「玖島小学校閉校記念事業

実行委員会」を立ち上げ、閉校記念誌を作成することになりました。 

閉校記念誌は、新校舎落成記念事業として昭和６０年に刊行した「玖島教育のあゆみ」の

続刊とする予定です。 

昭和６０年からの約３０年間、学び舎とともに歩んできた歴史をいつまでも心に残した

く、写真を豊富に掲載したいと考えております。 

つきましては、閉校記念誌に卒業写真や、個人保有の写真などを掲載することに御承諾を

いただきたいと思います。 

どうしても御承諾いただけない場合のみ、御面倒ですが、平成 26 年 12 月 1 日（月）ま

でに廿日市市教育委員会 教育総務課 閉校記念誌担当者（電話 0829(30)9215）まで御連絡

ください。 

特に御連絡がない場合は、御承諾いただいたものとさせていただきます。 

 なお、本来なら、お一人お一人に御承諾をいただかなければならないところですが、卒業

生全員となりますと大変に人数が多く、また現在玖島地区にお住まいでない方もいらっしゃ

るため、このような書面でのお願いとなりました。御了承ください。 

併せて、御家族だけでなく、玖島小学校を卒業された御親戚の方やお知り合いにも、この

旨をお伝えいただければ幸いです。重ねてよろしくお願いいたします。 

 

 

＜統合準備委員会事務局＞   

廿日市市教育委員会 教育総務課 企画調査担当 

電 話 ０８２９（３０）９２１５（直通） ＦＡＸ ０８２９（３２）５１６３ 


